
　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
令
和
初
め
て
の
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
事
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
日
本
各
地
で
自
然
災
害

や
人
口
減
少
問
題
な
ど
、
様
々
な
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま

す
が
、
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
村
民

の
皆
様
の
付
託
に
応
え
る
べ
く
、
役

割
と
責
任
を
十
分
に
自
覚
し
な
が
ら

全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　
こ
の
新
し
い
年
が
、
村
民
の
皆
様

に
と
っ
て
幸
多
き
年
と
な
る
こ
と
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。 

（
文
責
　
本
田
　
り
か
）

【
議
会
広
報
委
員
】

　
委  

員  

長
／
赤
坂
　  

修

　
副
委
員
長
／
久
保
山
　
直
巳

　
委
　    

員
／
本
田
　
り
か

　
　
　
　
　
　
中
村
　
龍
喜

だんだんなぁ目　　　次

【中竹議長の挨拶】 【授業参観の風景】

【新成人による記念撮影】 【果敢に川の中へ】

◯令和元年第６回山江村議会臨時会報告
◯令和元年第７回山江村議会定例会報告
　・令和元年度補正予算　
　・一般質問
◯議員活動の一コマ
◯編集後記「だんだんなぁ」

P3
P4
P5
P6
P12
P12

写真の説明
　令和最初の山江路を駆け抜ける第４８回山江村
新春駅伝大会の模様です。
　今年は山田地区コースでの開催となり、第１区の
小学生が勢いよくスタートし、各区の選手による激
走が繰り広げられました。
　また、村内各地では１月１４日に「もぐらうち」が
行われ、五穀豊穣や家内安全を願い、竹に巻いた藁
で家先の地面をたたく姿が見られました。

　山江村の特色の１つでもあるICT教育の推進について、今年も県内外の議会より研修に来村されました。
10月15日に鹿児島県肝付町議会総務文教委員会、10月24日に東京都西多摩郡瑞穂町議会厚生文教委員会及
び熊本県美里町議会社会文教常任委員会がそれそれ、ICTを活用した授業参観、導入の経緯とこれまでの成
果、村の財政面などについて意見交換を行いました。

　1月4日、山江村成人式が挙行されました。今年の成人者は計28名となっており、近況報告では、現在の状
況や将来の夢について熱く想いを語ってくれました。新成人の皆さんに幸多からんことを祈念いたします。
　1月5日、令和2年山江村出初式が中央グラウンドにて開催され、山田団長以下138名の団員が通常点検、放
水競技などを行いました。村民の生命・財産を守るため、消防団の存在はなくてなならないものです。各分
団の予防消防活動に敬意を表する次第です。

新春駅伝大会

もぐらうち（第８区）

令和２年１月31日発行 発行：山江村議会 編集：広報編集特別委員会
熊本県球磨郡山江村大字山田甲1356-1 ☎(0966)23-3401 FAX(0966)22-0105    山江村域内電話 ☎23-3401 
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赤坂　修 議員

有害獣のイノシシ

被害状況

ちょっと待った！

一般質問

　政治家の寄附は禁止
　議員は祭りのときなどにお金を寄附し
たり、お酒などを届けることを禁止されて
います。

　有権者からの寄附要求も禁止
　また、有権者が求めてもいけません。
　ご理解をお願いします。

ちょっと待った！

　
　
　

平
成
30
年
度
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る

被
害
状
況
は
。

　
　
　

被
害
面
積
３
．
４
h
a
、
被
害

金
額
１
４
０
万
円
程
度
で
、
平
成
26
年

度
８
７
０
万
円
か
ら
す
る
と
減
少
傾
向

に
あ
る
。
村
外
農
地
に
対
す
る
被
害
金

額
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
　
　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す

た
め
に
は
、
有
害
鳥
獣
の
個
体
数
を
減
ら

す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
な

対
策
を
取
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

猟
友
会
を
対
象
と
し
た
捕
獲
隊
の

設
置
を
行
い
一
人
一
万
五
千
円
の
補
助
を

出
し
て
い
る
。
ま
た
、
産
業
振
興
課
を
主

体
と
し
た
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を

設
置
し
て
い
る
。

　
　
　

実
施
隊
の
役
割
と
し
て
、
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
、
有
害
鳥
獣
の
追
い
払
い
等
と

な
っ
て
い
る
が
、
実
施
隊
８
名
の
狩
猟
免

許
の
取
得
状
況
は
。

　
　
　

１
名
が
わ
な
の
免
許
を
取
得
し
て

い
る
。

　
　
　

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
へ

の
優
遇
措
置
と
し
て
、
技
能
講
習
の
免

除
、
狩
猟
税
の
減
免
、
非
常
勤
の
公
務
員

と
し
て
公
務
災
害
な
ど
の
適
用
な
ど
が
あ

る
が
、
優
遇
措
置
の
あ
る
実
施
隊
に
猟
友

会
か
ら
採
用
す
る
こ
と
で
新
規
狩
猟
免
許

取
得
者
の
増
加
、
後
継
者
育
成
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
猟
友
会
か
ら
の
採
用
の

考
え
は
。

　
　
　

考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

狩
猟
免
許
取
得
支
援
事
業
と
し

て
、
10
万
円
を
限
度
と
し
て
、
新
規
に
狩

猟
免
許
を
取
得
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

の
補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、
狩
猟
免
許
を

取
得
し
て
も
狩
猟
者
登
録
を
し
な
け
れ

ば
、
駆
除
が
で
き
な
い
の
で
狩
猟
者
登
録

に
必
要
な
経
費
と
く
く
り
罠
等
の
購
入
経

費
も
対
象
経
費
に
含
め
る
考
え
は
。

　
　
　

要
望
が
多
く
出
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

現
状
で
は
、
狩
猟
免
許
を
取
っ
て

も
他
の
市
町
村
で
の
駆
除
は
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
が
、
農
地
を
所
有
す
る
近
隣
市

町
村
で
も
有
害
鳥
獣
の
駆
除
が
で
き
る
よ

う
市
町
村
間
で
の
協
議
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

属
地
主
義
で
、
近
隣
の
市
町
村
を

越
え
て
の
有
害
駆
除
は
で
き
な
い
。

　
　
　

山
江
村
以
外
の
農
地
に
対
す
る
鳥

獣
被
害
が
あ
っ
た
場
合
の
対
処
は
。

　
　
　

農
地
の
あ
る
市
町
村
で
の
対
応
と

な
る
の
で
、
広
報
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等

を
通
じ
て
対
処
方
法
に
つ
い
て
の
周
知
を

行
っ
て
い
く
。

う
。
栗
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
委
託

に
つ
い
て
は
、
修
正
に
よ
り
減
額
と
な

っ
て
い
る
が
、
海
外
戦
略
を
実
践
し
て

い
る
業
者
な
ど
に
負
担
は
か
け
て
い
な

い
か
。

　
　
　

単
年
度
事
業
で
契
約
を
し
て
い

る
の
で
、
負
担
を
か
け
て
い
る
こ
と
は

な
い
。

　
　
　

栗
ま
つ
り
と
産
業
振
興
ま
つ
り

を
同
じ
祭
り
と
し
て
開
催
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
　

今
後
、
検
討
す
る
必
要
は
あ
る

と
考
え
る
。

有
害
鳥
獣
被
害
‼
六
分
の
一

に
減
少
？

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

新年のご挨拶

　村民の皆様、新年明けましておめでとうございます。
　ご家族お揃いで、希望に満ちた新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。村民の皆様に
は、日頃から村議会全般に対する温かいご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、昨年の我が国をめぐる情勢は、国内外を問わず目まぐるしく変化をしております。
国内では、地震をはじめ台風による大雨被害は甚大さを増し、尊い生命・財産が失われまし
た。国外では、近隣諸国との外交課題に直面しています。安全保障をはじめ、国の外交手段
が試される年となります。
　一方、明るい話題として、新天皇が即位され元号が新しく「令和」となり、新時代を迎え
ました。また、ラグビーワールドカップでの日本代表が「ワンチーム」となり、海外の強豪
国を撃破する姿に心をうたれました。
　本村においては、４月の統一地方選挙により新たな議員が誕生し、議会構成も一新しスタ
ートをきったところです。本村が抱える様々な課題に対し、議会が一丸となり、役割、責任
を自覚し、住民の皆様の声を村政に届け、「安心して暮らせる日々」が実感できるよう議員
一同全力で取り組んでいくとともに、議会を行政が切磋琢磨し、さらに創意工夫を重ね、
１３０周年を経て後世につながる「持続可能」な村づくりを目標に決意を新たにしていると
ころです。
　今年一年が村民の皆様にとりまして、幸多からんことをお祈り申し上げます。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

令和２年１月吉日　山江村議会議長　中竹　耕一郎

（写真：山江村議会議場）

持続可能な村づくりの実現へ！！
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令和元年度　一般会計補正予算（第４号）

　令和元年第６回議会臨時会は、１０月２５日の１日間の会期で開かれ、令和元年度一般会計補正予算
（第４号）を審議しました。
　提案理由説明があった後、議案を審議し、質疑・討論を経て起立採決を行いました。
　採決の結果、賛成３・反対６の起立少数となり、原案は否決されました。

一般会計補正予算（第４号）を否決！！
令和元年第６回臨時会報告

■歳　入 【単位：千円】

495,471
36,627

1,500
9,693

地方創生推進交付金事業
（一社）地域循環共生社会連携協会

496,971
46,320

国 庫 支 出 金
諸 収 入

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

歳 入 合 計 3,525,060 11,193 3,536,243

■歳　出 【単位：千円】

730,240

64,721

    

12,735

△1,542

地方創生推進交付金事業：3,000
　やまえ栗PRプロモーション、特用林産物振興
　産地直送モニター事業　など
再生可能エネルギー事業：9,735
　エネルギー事業の調査委託　など

　

742,975

63,179

総 務 費

予 備 費

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

歳 出 合 計 3,525,060 11,193 3,536,243

原案に賛成 原案に反対

○補助金返還、調査断念となれば２度と補助
事業の採択はないのでは。所得の向上に力を
いれている事業と考える。
○栗だけでなく、林産物の振興にも幅を広げ
ている。調査費用の返還をすれば、財政状況
の厳しい村が単独で調査できるのか。議会の
責任が問われる。
○エネルギー事業の調査をした上で、採算性
のないハード事業は実施しないとの説明であ
るので、調査はすべきである。

●生産者の所得に跳ね返るようなシステムの
構築を、担い手不足に力を入れては。発電コ
ストがかかりすぎるのでは。
●急務でない調査事業を行うより、被災地支
援へ廻した方がいいのでは。
●エネルギー事業の実現性が乏しい。不可能
なものの調査をしても意味がないのでは。
●発電設備の安全性が問われる。台風被害で
も施設そのものが民家へ影響を与えている事
例もある。維持管理を考えても安心安全な暮
らしが保証できない。

中村　龍喜 議員

森田　俊介 議員

一般質問

※討論の内容は、主なものを抜粋して掲載しています。

討論の内容

採　決（起立採決）

○：原案に賛成　　×：原案に反対　　／：議長は採決しません

議 員 名

賛 否

本田議員 久保山議員 中村議員 赤坂議員 森田議員 横谷議員 立道議員 西 議 員 中竹議長 秋丸議員

○ ○ × ○ × × × × ×

　
　
　

学
校
給
食
の
食
材
供
給
業
者
が
辞

退
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
際
、
野
菜

類
の
引
継
は
あ
っ
た
が
米
に
つ
い
て
は
定

か
で
は
な
い
と
耳
に
し
た
が
、
供
給
業
者

の
辞
退
は
本
当
に
あ
っ
た
の
か
、
米
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

地
産
地
消
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か

ら
事
業
者
が
食
材
供
給
を
辞
退
し
た
と
い

う
報
告
は
受
け
て
い
な
い
、
米
に
つ
い
て

は
、
昨
年
ま
で
納
入
し
て
い
た
業
者
か

ら
、
９
月
末
で
米
の
取
引
を
終
了
し
た
い

旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
と
は
聞
い
て
い
る
。

　
　
　

広
報
や
ま
え
に
給
食
食
材
の
自
給

率
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
山
江
村
産

は
、
全
体
で
52
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
う
ち
米
と
里
芋
が
69
％
を
占
め
て
い

る
。
野
菜
に
つ
い
て
は
、
29
品
目
中
17
品

目
は
０
％
と
な
っ
て
い
た
。
村
内
の
野

　
　
　

９
月
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た

「
栗
ま
つ
り
」
は
、
台
風
の
影
響
で
中

止
と
な
っ
た
が
、
協
賛
店
等
に
迷
惑
は

か
か
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　

延
期
す
る
と
、
機
器
の
リ
ー
ス

料
を
は
じ
め
と
す
る
経
費
が
増
加
す
る

ほ
か
、
出
店
者
の
調
整
に
目
途
が
た
た

な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
中
止
と
し
た
。

運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
真
摯
に
対
応
し
た
い
。

　
　
　

ス
イ
ー
ツ
出
店
者
へ
の
原
材
料

の
支
給
、
や
ま
え
栗
の
買
取
り
状
況

は
。

　
　
　

13
店
舗
に
生
栗
５
㎏
、
渋
皮
煮

菜
生
産
者
も
多
く
い
る
と
思
う
が
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
は
果
た
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
　

今
後
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
協

力
し
な
が
ら
集
荷
い
た
だ
け
る
農
家
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
現
在
の
加
入

率
は
。

　
　
　

11
月
末
時
点
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

加
入
率
８
１
．
８
９
％
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
２
３
．
８
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

未
加
入
者
へ
の
加
入
促
進
等
の
対

応
は
。

　
　
　

加
入
促
進
に
つ
い
て
は
広
報
等
で

行
っ
て
い
る
。
月
額
１
，
５
０
０
円
の
利

用
料
は
発
生
す
る
が
、
加
入
負
担
金
３

０
，
０
０
０
円
は
免
除
し
て
い
る
。

　
　
　

平
成
30
年
度
は
１
億
円
近
く
の
特

別
会
計
事
業
と
な
っ
て
い
る
が
、
収
支
の

内
訳
は
。

　
　
　

歳
入
総
額
１
億
２
５
５
万
円
の

う
ち
、
使
用
料
が
２
，
５
３
５
万
円
で

歳
入
の
約
25
％
を
占
め
て
い
る
。
歳
出

総
額
９
，
６
２
９
万
円
で
あ
っ
た
。
開

局
10
年
を
迎
え
、
機
器
の
更
新
を
３
か

年
計
画
で
行
っ
て
お
り
、
一
般
会
計
か

10
㎏
、
甘
露
煮
２
㎏
、
栗
ペ
ー
ス
ト

12
㎏
、
約
12
万
円
の
経
費
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
　

や
ま
え
栗
の
配
布
は
、
村
、
物

産
館
の
ど
ち
ら
が
窓
口
か
。

　
　
　

実
行
委
員
会
が
窓
口
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　

12
万
円
は
無
償
な
の
か
。

　
　
　

実
行
委
員
会
の
予
算
よ
り
支
出

し
て
い
る
。
村
内
２
店
舗
か
ら
発
送
し

て
い
る
。

　
　
　

海
外
か
ら
パ
テ
ィ
シ
エ
が
来
村

さ
れ
た
が
、
招
待
し
た
の
か
。

　
　
　

（
株
）
や
ま
え　

が
招
待
し

た
。
航
空
賃
、
宿
泊
費
と
し
て
約
24
万

円
を
（
株
）
や
ま
え　

で
出
費
し
招
待

し
た
。

　
　
　

８
月
に
物
産
館
か
ら
２
名
が
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
出
張
し
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
経
費
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
　

３
泊
４
日
の
日
程
で
経
費
は
約

35 
万
円
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
　
　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
２
名
来
村

さ
れ
た
が
、
山
江
温
泉
「
ほ
た
る
」
に

宿
泊
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　

人
吉
市
内
に
宿
泊
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。

　
　
　

（
株
）
や
ま
え　

が
支
出
し

て
、
「
ほ
た
る
」
に
宿
泊
し
な
い
の
は

腑
に
落
ち
な
い
。
山
江
村
に
宿
泊
し
て

も
ら
い
P
R
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

ら
の
繰
入
金
が
増
額
し
て
い
た
。
令
和

２
年
度
か
ら
は
、
繰
入
金
が
５
，
０
０

０
万
円
程
度
は
減
少
す
る
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
運
営

に
つ
い
て

栗
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

栗
ま
つ
り
事
業
に
つ
い
て

地
産
地
消
の
学
校
給
食
に

つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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議員の政治倫理観の保持に関する調査特別委員会設置を決議！

令和元年第７回定例会報告

令和元年第７回議会定例会は、１２月４日から６日までの３日間の会期で開かれました。今回の定

例会では、同文議決１件、条例制定３件、その他１件、令和元年度山江村一般会計、特別会計の補正

予算６件、計１１件を審議しました。

　４日に開会し、提案理由説明の後、議案審議。５日は一般質問で７名が登壇し、当面する行政課

題等について一般質問を行いました。最終日の６日に、提案された全議案について質疑・討論・表決

を行い、その他（幼児教育の無償化に伴う副食費の取扱いについての要望書）については、産業厚生

常任委員会において継続審査となりましたが、他の議案については、原案のとおり可決・決定しました。

また、議員発議として、議員の政治倫理観の保持に関する調査特別委員会の設置についての決議が提

出され、全会一致で可決し閉会しました。

こんなことが決まりましたこんなことが決まりましたこんなことが決まりましたこんなことが決まりました

議案第４６号　熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の

一部変更について

　■事務分掌の一部に「熊本県後期高齢者医療広域連合」を加えるもの（同文議決）

議案第４７号　山江村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定について

　■人事院勧告、熊本県人事院勧告に準じた給与改正を行うもの

議案第４８号　山江村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定

について

　■「働き方改革」を背景に地方自治法が改正され、非正規職員を新設する　

　「会計年度任用職員」と位置付けるもの

議案第４９号　地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う

関係条例の整備に関する条例の制定について

　■地方公務員法、地方自治法の一部を改正する法律が施行されるに伴い、村の

　　関係条例を改正するもの（区長・区長代理者、交通指導員などが委託契約と

　　なる。会計年度任用職員の新設など。）

要望第１号　幼児教育・保育の無償化に伴う副食費の取り扱いについての要望書

　■要望提出者、担当部署からの意見聴取などを行うため、産業厚生常任委員会

　　へ付託し継続調査とする

発議第５号　議員の政治倫理観の保持に関する調査特別委員会設置の決議について

　■議員自ら襟を正し、高い政治倫理観の保持に努めるため、調査特別委員会を

　　設置するもの

原　案
可　決

原　案
可　決

原　案
可　決

原　案
可　決

継　続
調　査

原　案
可　決

議決の結果条　例　制　定　等　議　案

久保山直巳 議員

一般質問

　村民の皆様には、議会傍聴（議場）にぜ
ひ参加いただき、ご意見等をお聞かせ下
さい。次回の議会定例会は3月開催です。
日程等の問い合わせは、議会事務局まで
お願いします。TEL : 23－3401

議会を傍聴して みませんか。

※原案可決は全議員賛成

　
　
　

河
川
の
土
砂
堆
積
状
況
の
調
査
と

対
策
に
つ
い
て
。

　
　
　

県
・
村
で
は
、
特
段
の
調
査
は
し

て
お
ら
ず
、
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
対
応
し

て
い
る
。

　
　
　

堤
防
の
決
壊
、
越
流
の
恐
れ
の
あ

る
箇
所
の
点
検
に
つ
い
て

　
　
　

県
で
は
、
平
常
時
河
川
の
巡
視
を

行
い
、
出
水
期
前
に
も
河
川
の
点
検
を
行

っ
て
い
る
。
村
で
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

を
兼
ね
て
河
川
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
状
況

等
を
目
視
点
検
し
て
い
る
。

　
　
　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
指
定
外
の
危

険
個
所
の
調
査
に
つ
い
て
。

　
　
　

平
成
28
年
の
熊
本
地
震
に
伴
い
、

県
が
新
た
に
指
定
箇
所
の
調
査
を
進
め
て

い
る
。

　
　
　

頻
発
す
る
想
定
外
の
自
然
災
害
発

生
を
視
野
に
入
れ
た
防
災
・
減
災
対
策
及

び
計
画
作
成
の
考
え
は
。

　
　
　

想
定
さ
れ
る
荒
廃
地
、
砂
防
、
治

水
等
の
災
害
を
事
前
に
把
握
し
、
早
期
に

状
況
が
確
認
で
き
る
よ
う
情
報
の
伝
達
体

制
を
確
立
し
た
対
策
を
図
る
よ
う
に
共
有

し
て
い
る
。
ハ
ー
ド
面
で
は
、
急
傾
斜
の

防
災
対
策
、
河
川
堆
積
物
の
掘
削
、
橋
梁

の
架
け
替
え
、
補
強
、
補
修
、
国
が
進
め

る
国
土
強
靭
化
対
策
に
お
け
る
社
会
資
本

整
備
事
業
で
事
業
を
進
め
て
い
る
。
ソ
フ

ト
面
で
は
、
災
害
が
発
生
し
や
す
い
、
ま

た
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
避
難
収
容
計
画
に
基
づ
き
、
公
共
施

設
な
ど
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
16

か
所
を
指
定
し
、
地
域
の
緊
急
避
難
場
所

と
し
て
10
カ
所
を
指
定
し
て
い
る
。
想
定

外
の
自
然
災
害
に
対
し
て
、
毎
年
開
催
す

る
防
災
会
議
に
お
い
て
山
江
村
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
、
状
況
に
応
じ
て
毎
年
更

新
し
、
地
域
に
あ
っ
た
防
災
・
減
災
対
策

の
計
画
を
作
成
し
、
防
災
行
政
無
線
等
を

利
用
し
な
が
ら
村
民
の
皆
様
へ
情
報
を
伝

え
、
明
る
い
時
間
帯
で
の
避
難
準
備
と
開

始
を
し
て
頂
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　
　

定
住
人
口
増
対
策
と
し
て
、
安
全

な
地
域
農
地
の
農
振
地
域
除
外
を
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

本
村
に
お
い
て
も
活
性
化
の
た
め

に
、
定
住
促
進
は
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

農
振
除
外
を
重
要
な
施
策
と
し
、
想
定
外

の
災
害
に
備
え
て
、
住
み
や
す
い
安
全
な

土
地
を
確
保
す
る
な
ど
、
色
々
な
計
画
と

照
合
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

2
0
2
0
年
度
よ
り
、
非
常
勤
職

員
・
臨
時
職
員
に
は
期
末
手
当
が
支
給
さ

れ
る
が
、
業
務
委
託
職
員
に
は
該
当
し
な

い
と
思
う
が
、
行
政
か
ら
期
末
手
当
の
支

給
等
の
要
望
・
指
導
等
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

契
約
期
間
が
今
年
度
終
了
す
る
。

来
年
度
以
降
の
契
約
に
向
け
て
、
業
務
内

容
、
処
遇
等
を
検
討
し
、
関
係
企
業
と
協

議
を
交
え
な
が
ら
、
契
約
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　

村
道
神
園
〜
平
山
線
に
つ
い
て
、

離
合
箇
所
だ
け
で
も
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　
　

坂
本
人
吉
線
と
農
道
丸
岡
線
を
結

ぶ
道
路
で
あ
り
、
改
良
事
業
が
認
定
さ
れ

る
と
補
助
事
業
等
に
よ
り
、
道
路
改
良
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
離
合
箇
所

　
　
　

本
村
に
お
け
る
公
共
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
伺
う
と
と
も
に
、
本

庁
舎
２
階
の
傍
聴
室
等
、
全
部
署
へ
い
け

る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
進
め
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

　
　
　

ほ
と
ん
ど
の
施
設
は
一
階
フ
ロ
ア

の
件
は
、
車
椅
子
の
利
用
の
出
入
り
口
等

は
段
差
解
消
の
ス
ロ
ー
プ
を
整
備
し
て
い

る
。
２
階
建
て
の
公
共
施
設
等
で
は
階
段

と
な
っ
て
お
り
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
方

は
２
階
へ
の
出
入
り
が
で
き
な
い
不
自
由

な
状
況
で
あ
る
が
、
２
階
へ
の
用
事
が
あ

る
方
は
１
階
で
の
関
係
職
員
が
対
応
す

る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
に
つ
い
て
は
今

後
、
要
望
が
増
え
、
財
源
措
置
が
可
能
に

な
っ
た
場
合
は
、
改
め
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
検
討
も
考
え
て
い
く
。

　
　
　

本
村
に
お
い
て
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
状
況
を
伺
う
。　

　
　
　

山
江
村
が
設
置
し
た
箇
所
が
８
カ

所
、
役
場
４
カ
所
、
丸
岡
公
園
に
３
カ

所
、
淡
島
ト
イ
レ
１
カ
所
、
合
戦
ノ
峰
観

音
堂
１
カ
所
（
村
補
助
、
自
立
支
援
事

業
）
の
全
９
カ
所
の
設
置
で
あ
る
。

　
　
　

本
村
は
高
速
イ
ン
タ
ー
も
近
く
、

不
審
者
が
町
中
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
避
け
、

手
薄
な
山
村
地
域
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
向
け

る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
る
。
通
学
路
、
村
内

入
り
口
等
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ

り
子
供
や
村
民
を
守
り
、
犯
罪
の
抑
止
に

繋
が
る
効
果
も
あ
る
、
ま
た
、
設
置
に
向

だ
け
で
は
、
一
般
単
独
で
経
費
が
か
か
る

こ
と
で
考
え
て
い
な
い
。
た
だ
、
国
の
補

正
予
算
が
10
兆
円
規
模
で
内
容
は
、
経
済

対
策
と
強
靭
化
の
予
算
と
い
う
こ
と
で
要

望
し
た
い
。

け
た
委
員
会
の
立
上
げ
の
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

　
　
　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
委
員
会
の
立
上

げ
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
山
江
村
生
活
推

進
協
議
会
の
中
で
設
置
要
望
に
対
し
て
協

議
し
て
い
く
。
ま
た
、
来
年
は
本
村
入
り

口
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
考
え
て
い

る
。

委
託
職
員
に
つ
い
て

道
路
工
事
に
つ
い
て

公
共
施
設
バ
リ
ア
ー
解
消

に
つ
い
て

防
犯
対
策
・
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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立道　徹 議員

令和元年度　一般会計補正予算（第５号）

■歳　入 【単位：千円】

495,471

206,915

37,237

36,627

443,500

8,104

7,512

14,585

5,190

△6,800

子どものための教育・保育給付交付金など

県知事選挙委託金など

財政調整基金利子積立

後期高齢者医療市町村療養給付費清算金

臨時財政対策債

503,575

214,427

51,822

41,817

436,700

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

諸 収 入

村 債

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

歳 入 合 計 3,525,050 28,591 3,553,641

令和元年度　特別会計補正予算

【単位：千円】

419,099

165,392

139,439

476,440

35,934

22,604

0

0

△706

210

一般被保険者療養給付費など

中央地区簡易水道施設光熱水費など

各集落排水施設光熱水費など

国庫支出金過年度分返還金など

後期高齢者医療広域連合納付金など

441,703

165,392

139,439

475,734

36,144

国民健康保険事業

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療事業

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）会　計　名 補正前の額 補正額 計

■歳　出 【単位：千円】

59,618

730,240

663,537

386,982

316,404

61,116

445,372

135,120

249,874

41,800

64,721

68

19,710

16,309

2,736

2,815

547

761

140

1,782

396

△16,673

議事録作成委託料など

財政調整基金積立、熊本県知事選挙費など

施設給付費、障がい児福祉サービス費など

合併処理浄化槽設置整備補助など

鳥獣被害対策施設整備補助金、小さな産業づくり事業補

助金

施設修繕費など

用地購入など

工事請負費など

非常勤職員賃金など

機械借上料など

59,686

749,950

679,846

389,718

319,219

61,663

446,133

135,260

251,656

42,196

48,048

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

予 備 費

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

歳 出 合 計 3,525,050 28,591 3,553,641

国民健康保険事業、後期高齢者医療事業は第２号。簡易水道事業、農業集落排水事業、介護保険事業は第３号。

　
　
　

防
除
作
業
に
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
、
ド

ロ
ー
ン
等
を
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
防
除
参
加
者
を
村
で
と
り
ま
と
め

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

村
で
も
散
布
が
実
施
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。
現
時
点
で
、
村
で
機
械
購
入

等
を
行
う
計
画
は
な
い
。
要
望
が
多
く
な

れ
ば
、
村
か
ら
関
係
機
関
へ
協
力
依
頼
を

行
い
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　

免
許
取
得
や
機
器
購
入
に
対
し
、

村
か
ら
助
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

担
い
手
不
足
解
消
の
た
め
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
ヘ
リ
等
を
活
用

し
て
防
除
を
希
望
さ
れ
る
方
の
調
査
も
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

川
辺
川
造
成
団
地
の
集
積
状
況
に

つ
い
て
。

　
　
　

近
年
は
集
積
が
進
ん
で
い
な
い
状

況
で
あ
る
。
専
門
員
も
不
在
と
な
っ
て
い

る
が
、
重
要
施
策
で
あ
る
た
め
、
集
積
活

動
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

造
成
地
の
畦
畔
の
除
草
作
業
に
つ

い
て
。
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
い
る

部
分
も
あ
る
が
、
村
独
自
で
助
成
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　

ま
ず
は
、
農
地
集
積
で
交
付
さ
れ

て
い
る
交
付
金
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
村
独
自
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の

長
寿
命
化
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

施
設
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
が
進
む
農
業
用
排
水
路
、
農
道
な

ど
の
補
修
を
は
じ
め
と
す
る
活
動
に
広
く

活
用
で
き
る
。
２
０
０
万
円
以
上
の
工
事

を
実
施
す
る
場
合
は
、
計
画
書
を
策
定
し

村
へ
提
出
。
５
０
０
万
円
未
満
の
場
合

は
、
県
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
。
県
か

ら
も
説
明
に
来
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
を
し

て
い
る
。

　
　
　

認
定
農
業
者
数
は
。

　
　
　

現
在
23
名
で
あ
る
。

　
　
　

球
磨
郡
で
も
一
番
少
な
い
状
況
で

あ
る
が
、
機
械
導
入
、
農
地
購
入
等
へ
助

成
す
る
考
え
は
。

　
　
　

他
町
村
の
状
況
も
調
査
し
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
。
農
家

ハ
ン
タ
ー
等
の
育
成
の
考
え
は
。

　
　
　

捕
獲
さ
れ
る
方
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
狩
猟
免
許
取
得
の
補
助
等
は
行

っ
て
い
る
。

　
　
　

電
気
柵
や
防
護
ネ
ッ
ト
で
は
、
獣

害
被
害
対
策
に
限
界
が
き
て
い
る
と
感
じ

る
。
試
験
的
に
地
域
や
山
を
一
体
に
囲
い

込
む
よ
う
な
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

国
の
事
業
も
あ
る
が
、
生
産
者
や

地
域
住
民
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　

農
林
産
物
の
振
興
策
と
し
て
、
営

農
指
導
員
を
採
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
へ

人
材
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い

る
。

　
　
　

採
用
の
目
的
、
何
を
専
門
的
に
活

動
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

募
集
要
項
に
基
づ
い
て
採
用
を
行

っ
た
。
観
光
交
流
促
進
協
議
会
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
、
外
部
か
ら
人
を
受
け
入
れ
る
イ

ベ
ン
ト
等
の
企
画
、
本
村
の
P
R
活
動
を

は
じ
め
、
交
流
促
進
・
移
住
定
住
に
つ
な

が
る
仕
組
み
づ
く
り
構
築
す
る
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

　
　
　

職
員
や
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　

な
か
な
か
全
て
の
村
民
と
関
わ
る

こ
と
は
少
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
委
嘱
期

間
は
１
年
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
検
証
を

行
い
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

河
川
の
土
砂
堆
積
状
況
の
調
査
と

対
策
に
つ
い
て
。

　
　
　

県
・
村
で
は
、
特
段
の
調
査
は
し

て
お
ら
ず
、
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
対
応
し

て
い
る
。

　
　
　

堤
防
の
決
壊
、
越
流
の
恐
れ
の
あ

る
箇
所
の
点
検
に
つ
い
て

　
　
　

県
で
は
、
平
常
時
河
川
の
巡
視
を

行
い
、
出
水
期
前
に
も
河
川
の
点
検
を
行

っ
て
い
る
。
村
で
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

を
兼
ね
て
河
川
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
状
況

等
を
目
視
点
検
し
て
い
る
。

　
　
　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
指
定
外
の
危

険
個
所
の
調
査
に
つ
い
て
。

　
　
　

平
成
28
年
の
熊
本
地
震
に
伴
い
、

県
が
新
た
に
指
定
箇
所
の
調
査
を
進
め
て

い
る
。

　
　
　

頻
発
す
る
想
定
外
の
自
然
災
害
発

生
を
視
野
に
入
れ
た
防
災
・
減
災
対
策
及

び
計
画
作
成
の
考
え
は
。

　
　
　

想
定
さ
れ
る
荒
廃
地
、
砂
防
、
治

水
等
の
災
害
を
事
前
に
把
握
し
、
早
期
に

状
況
が
確
認
で
き
る
よ
う
情
報
の
伝
達
体

制
を
確
立
し
た
対
策
を
図
る
よ
う
に
共
有

し
て
い
る
。
ハ
ー
ド
面
で
は
、
急
傾
斜
の

防
災
対
策
、
河
川
堆
積
物
の
掘
削
、
橋
梁

の
架
け
替
え
、
補
強
、
補
修
、
国
が
進
め

る
国
土
強
靭
化
対
策
に
お
け
る
社
会
資
本

整
備
事
業
で
事
業
を
進
め
て
い
る
。
ソ
フ

ト
面
で
は
、
災
害
が
発
生
し
や
す
い
、
ま

た
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
避
難
収
容
計
画
に
基
づ
き
、
公
共
施

設
な
ど
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
16

か
所
を
指
定
し
、
地
域
の
緊
急
避
難
場
所

と
し
て
10
カ
所
を
指
定
し
て
い
る
。
想
定

外
の
自
然
災
害
に
対
し
て
、
毎
年
開
催
す

る
防
災
会
議
に
お
い
て
山
江
村
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
、
状
況
に
応
じ
て
毎
年
更

新
し
、
地
域
に
あ
っ
た
防
災
・
減
災
対
策

の
計
画
を
作
成
し
、
防
災
行
政
無
線
等
を

利
用
し
な
が
ら
村
民
の
皆
様
へ
情
報
を
伝

え
、
明
る
い
時
間
帯
で
の
避
難
準
備
と
開

始
を
し
て
頂
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　
　

定
住
人
口
増
対
策
と
し
て
、
安
全

な
地
域
農
地
の
農
振
地
域
除
外
を
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

本
村
に
お
い
て
も
活
性
化
の
た
め

に
、
定
住
促
進
は
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

農
振
除
外
を
重
要
な
施
策
と
し
、
想
定
外

の
災
害
に
備
え
て
、
住
み
や
す
い
安
全
な

土
地
を
確
保
す
る
な
ど
、
色
々
な
計
画
と

照
合
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

2
0
2
0
年
度
よ
り
、
非
常
勤
職

員
・
臨
時
職
員
に
は
期
末
手
当
が
支
給
さ

れ
る
が
、
業
務
委
託
職
員
に
は
該
当
し
な

い
と
思
う
が
、
行
政
か
ら
期
末
手
当
の
支

給
等
の
要
望
・
指
導
等
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

契
約
期
間
が
今
年
度
終
了
す
る
。

来
年
度
以
降
の
契
約
に
向
け
て
、
業
務
内

容
、
処
遇
等
を
検
討
し
、
関
係
企
業
と
協

議
を
交
え
な
が
ら
、
契
約
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　

村
道
神
園
〜
平
山
線
に
つ
い
て
、

離
合
箇
所
だ
け
で
も
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　
　

坂
本
人
吉
線
と
農
道
丸
岡
線
を
結

ぶ
道
路
で
あ
り
、
改
良
事
業
が
認
定
さ
れ

る
と
補
助
事
業
等
に
よ
り
、
道
路
改
良
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
離
合
箇
所

だ
け
で
は
、
一
般
単
独
で
経
費
が
か
か
る

こ
と
で
考
え
て
い
な
い
。
た
だ
、
国
の
補

正
予
算
が
10
兆
円
規
模
で
内
容
は
、
経
済

対
策
と
強
靭
化
の
予
算
と
い
う
こ
と
で
要

望
し
た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ

い
て

想
定
外
の
自
然
災
害
に
対
応
し

た
防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

一般質問
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７人が登壇！　村執行部に問う! !
（一般質問者）

１

赤 坂 　 修

６~7ページ

7~8ページ

8～9ページ3

9ページ

9～10ページ

2

横 谷 　 巡

4

立 道 　 徹

10ページ

5

6

7

秋 丸 安 弘

久 保 山 直 巳

中 村 龍 喜

森 田 俊 介

11ページ

質　　問　　事　　項 ページ質問順 議　員　氏　名

※議会だよりは、文字数が限られているため、一般質問内容のすべてを掲載していません。
　また、各議員より提出された原稿のまま掲載しております。

○一人暮らし高齢者の支援について
○「村民の声から」
　ケーブルテレビセンター職員等の倫理観と社会的責任
の自覚について
○「教師間のいじめ問題・働き方改革」等、教育委員会
が果たすべき役割と活性化について

○農業振興について
○地域おこし協力隊について

○想定外の自然災害に対応した防災減災対策について
○委託職員について
○道路工事について

○公共施設バリアー解消について
○防犯対策・防犯カメラ設置について

○地産地消の学校給食について
○ケーブルテレビの運営について

○有害鳥獣駆除対策について
○行政区の防犯灯について

○栗のブランディングと栗まつり事業について

横谷　巡 議員

秋丸　安弘 議員

一般質問

　
　
　

本
村
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
は
、

今
後
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
日
常
生
活
や

健
康
に
不
安
を
お
持
ち
の
方
の
現
状
に
即

し
た
新
た
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

現
行
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ

せ
な
が
ら
、
地
域
の
隣
保
班
な
ど
に
協
力

を
お
願
い
し
、
き
め
細
や
か
な
見
守
り
や

安
否
確
認
の
徹
底
を
行
い
、
防
犯
と
見
守

り
を
兼
ね
た
救
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
等
の
新

た
な
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
て
い

き
た
い
。

　
　
　

十
月
の
臨
時
議
会
の
議
決
結
果
に

つ
い
て
、
人
吉
新
聞
記
事
を
引
用
し
、
「
な

ん
ち
ゅ
う
人
た
ち
を
議
員
に
し
て
し
ま
っ
た

ん
だ
ー
と
、
村
民
の
代
表
と
は
思
え
ん
な
。

反
対
し
た
議
員
は
勉
強
し
直
し
て
ほ
し
い
。

村
民
の
不
利
益
に
な
る
こ
と
は
辞
め
て
く

れ
。
後
悔
」
と
の
批
判
内
容
を
ネ
ッ
ト
に
投

稿
、
拡
散
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー

職
員
が
い
る
と
の
「
村
民
の
声
」
が
あ
る

が
、
内
容
を
含
め
事
実
を
承
知
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
注
意
、
指
導
な
ど
厳
正
な
処
分

は
ど
う
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　

こ
の
職
員
は
人
材
派
遣
会
社
か
ら

の
派
遣
職
員
で
あ
る
。
本
人
に
確
認
し
、

事
実
を
認
め
て
い
る
。
限
ら
れ
た
ネ
ッ
ト

発
信
で
あ
り
、
法
令
違
反
は
な
く
、
村
民

と
し
て
の
議
会
批
判
は
受
け
入
れ
て
当
然

で
あ
る
。
派
遣
会
社
は
事
実
確
認
後
、
研

修
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

派
遣
職
員
で
も
、
同
じ
職
場
で
は

職
員
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
書
き
込
み
の
功
罪

が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
今
日
、
職
員
に

は
公
共
的
放
送
機
関
と
し
て
の
高
い
倫
理

的
義
務
と
社
会
的
責
任
の
自
覚
が
伴
い
、

自
分
の
考
え
と
は
い
え
、
今
回
の
言
動
は

軽
薄
で
あ
る
。
管
理
責
任
に
つ
い
て
村
長

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

私
の
政
治
理
念
は
本
音
の
共
有
、

村
民
が
議
会
の
議
決
に
物
申
す
の
は
当
た

り
前
、
村
民
の
自
由
な
意
見
を
排
除
す
べ

き
で
な
い
。
守
秘
義
務
な
ど
の
法
令
に
違

反
し
て
お
ら
ず
、
新
聞
報
道
に
対
す
る
自

分
の
意
見
を
述
べ
た
に
す
ぎ
ず
、
村
民
一

人
ひ
と
り
の
自
由
な
意
見
は
尊
重
し
、
説

明
す
る
責
任
が
あ
る
。

　
　
　

村
民
の
方
々
が
、
議
会
の
議
決
に

対
し
て
意
見
や
批
判
を
す
る
こ
と
は
自
由
で

問
題
は
な
く
、
か
え
っ
て
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
く
が
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
な
ど

行
政
の
役
所
に
勤
め
て
い
る
職
員
が
、
業
務

時
間
外
に
い
か
に
自
由
と
い
え
ど
も
、
職
場

の
決
ま
り
ご
と
の
一
定
の
ル
ー
ル
を
外
せ

ば
、
倫
理
的
に
行
政
組
織
が
成
り
立
た
な
い

と
考
え
る
。
職
員
の
自
己
研
鑽
の
研
修
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

業
務
時
間
外
に
自
分
の
意
見
を
述

べ
る
こ
と
は
、
今
の
ネ
ッ
ト
社
会
で
は
悪

い
こ
と
で
は
な
い
し
、
世
の
中
の
当
た
り

前
の
現
象
と
思
っ
て
い
る
。
法
令
に
違
反

し
な
い
限
り
悪
い
こ
と
だ
と
は
思
っ
て
い

な
い
。

　
　
　

神
戸
市
で
の
「
教
師
間
い
じ
め
問

題
」
は
、
教
育
現
場
に
あ
る
ま
じ
き
異
常

事
態
で
あ
る
。
子
ど
も
の
い
じ
め
、
不
登

校
に
対
し
て
指
導
的
立
場
に
あ
る
教
師
が

起
こ
し
た
「
教
師
間
暴
行
問
題
」
に
つ
い

て
の
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

教
育
委
員
会
と
し
て
、
こ
の
問
題

は
正
直
、
驚
愕
し
て
い
る
。
学
校
現
場
で

の
出
来
事
で
あ
り
、
教
師
間
の
人
間
関

係
、
信
頼
関
係
は
子
ど
も
の
教
育
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
。
本
村
学
校
の
現
状
を

よ
く
把
握
し
、
信
頼
関
係
の
構
築
に
努
め

た
い
。

　
　
　

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
で
、

教
職
員
の
長
時
間
労
働
が
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
学
校
現
場
の
労
働
時
間
、
い

じ
め
問
題
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
か
っ

て
、
学
校
改
革
を
リ
ー
ド
す
る
の
は
、
学

校
を
管
轄
す
る
教
育
委
員
会
の
役
割
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

昨
今
の
学
校
教
育
現
場
の
実
態
か

ら
、
教
師
の
な
り
手
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
働
き
方
改
革
、
労
働
時
間
の
見
直

し
、
い
じ
め
問
題
な
ど
、
教
育
現
場
が
抱

え
る
課
題
解
決
の
た
め
に
、
学
校
改
革
の

リ
ー
ド
、
教
育
現
場
の
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　

防
除
作
業
に
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
、
ド

ロ
ー
ン
等
を
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
防
除
参
加
者
を
村
で
と
り
ま
と
め

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

村
で
も
散
布
が
実
施
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。
現
時
点
で
、
村
で
機
械
購
入

等
を
行
う
計
画
は
な
い
。
要
望
が
多
く
な

れ
ば
、
村
か
ら
関
係
機
関
へ
協
力
依
頼
を

行
い
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　

免
許
取
得
や
機
器
購
入
に
対
し
、

村
か
ら
助
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

担
い
手
不
足
解
消
の
た
め
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
ヘ
リ
等
を
活
用

し
て
防
除
を
希
望
さ
れ
る
方
の
調
査
も
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

川
辺
川
造
成
団
地
の
集
積
状
況
に

つ
い
て
。

　
　
　

近
年
は
集
積
が
進
ん
で
い
な
い
状

況
で
あ
る
。
専
門
員
も
不
在
と
な
っ
て
い

る
が
、
重
要
施
策
で
あ
る
た
め
、
集
積
活

動
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

造
成
地
の
畦
畔
の
除
草
作
業
に
つ

い
て
。
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
い
る

部
分
も
あ
る
が
、
村
独
自
で
助
成
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　

ま
ず
は
、
農
地
集
積
で
交
付
さ
れ

て
い
る
交
付
金
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
村
独
自
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の

長
寿
命
化
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

施
設
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
が
進
む
農
業
用
排
水
路
、
農
道
な

ど
の
補
修
を
は
じ
め
と
す
る
活
動
に
広
く

活
用
で
き
る
。
２
０
０
万
円
以
上
の
工
事

を
実
施
す
る
場
合
は
、
計
画
書
を
策
定
し

村
へ
提
出
。
５
０
０
万
円
未
満
の
場
合

は
、
県
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
。
県
か

ら
も
説
明
に
来
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
を
し

て
い
る
。

　
　
　

認
定
農
業
者
数
は
。

　
　
　

現
在
23
名
で
あ
る
。

　
　
　

球
磨
郡
で
も
一
番
少
な
い
状
況
で

あ
る
が
、
機
械
導
入
、
農
地
購
入
等
へ
助

成
す
る
考
え
は
。

　
　
　

他
町
村
の
状
況
も
調
査
し
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
。
農
家

ハ
ン
タ
ー
等
の
育
成
の
考
え
は
。

　
　
　

捕
獲
さ
れ
る
方
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
狩
猟
免
許
取
得
の
補
助
等
は
行

っ
て
い
る
。

　
　
　

電
気
柵
や
防
護
ネ
ッ
ト
で
は
、
獣

害
被
害
対
策
に
限
界
が
き
て
い
る
と
感
じ

る
。
試
験
的
に
地
域
や
山
を
一
体
に
囲
い

込
む
よ
う
な
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

国
の
事
業
も
あ
る
が
、
生
産
者
や

地
域
住
民
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　

農
林
産
物
の
振
興
策
と
し
て
、
営

農
指
導
員
を
採
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
へ

人
材
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い

る
。

　
　
　

採
用
の
目
的
、
何
を
専
門
的
に
活

動
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

募
集
要
項
に
基
づ
い
て
採
用
を
行

っ
た
。
観
光
交
流
促
進
協
議
会
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
、
外
部
か
ら
人
を
受
け
入
れ
る
イ

ベ
ン
ト
等
の
企
画
、
本
村
の
P
R
活
動
を

は
じ
め
、
交
流
促
進
・
移
住
定
住
に
つ
な

が
る
仕
組
み
づ
く
り
構
築
す
る
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

　
　
　

職
員
や
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　

な
か
な
か
全
て
の
村
民
と
関
わ
る

こ
と
は
少
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
委
嘱
期

間
は
１
年
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
検
証
を

行
い
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
支

援
対
策
に
つ
い
て

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
職

員
の
倫
理
観
の
自
覚
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の
果
た
す
べ
き

役
割
と
活
性
化
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

一般質問

質
問

質
問

答
弁
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2
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4
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中 村 龍 喜

森 田 俊 介
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質　　問　　事　　項 ページ質問順 議　員　氏　名

※議会だよりは、文字数が限られているため、一般質問内容のすべてを掲載していません。
　また、各議員より提出された原稿のまま掲載しております。

○一人暮らし高齢者の支援について
○「村民の声から」
　ケーブルテレビセンター職員等の倫理観と社会的責任
の自覚について
○「教師間のいじめ問題・働き方改革」等、教育委員会
が果たすべき役割と活性化について

○農業振興について
○地域おこし協力隊について

○想定外の自然災害に対応した防災減災対策について
○委託職員について
○道路工事について

○公共施設バリアー解消について
○防犯対策・防犯カメラ設置について

○地産地消の学校給食について
○ケーブルテレビの運営について

○有害鳥獣駆除対策について
○行政区の防犯灯について

○栗のブランディングと栗まつり事業について

横谷　巡 議員

秋丸　安弘 議員

一般質問

　
　
　

本
村
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
は
、

今
後
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
日
常
生
活
や

健
康
に
不
安
を
お
持
ち
の
方
の
現
状
に
即

し
た
新
た
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

現
行
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ

せ
な
が
ら
、
地
域
の
隣
保
班
な
ど
に
協
力

を
お
願
い
し
、
き
め
細
や
か
な
見
守
り
や

安
否
確
認
の
徹
底
を
行
い
、
防
犯
と
見
守

り
を
兼
ね
た
救
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
等
の
新

た
な
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
て
い

き
た
い
。

　
　
　

十
月
の
臨
時
議
会
の
議
決
結
果
に

つ
い
て
、
人
吉
新
聞
記
事
を
引
用
し
、
「
な

ん
ち
ゅ
う
人
た
ち
を
議
員
に
し
て
し
ま
っ
た

ん
だ
ー
と
、
村
民
の
代
表
と
は
思
え
ん
な
。

反
対
し
た
議
員
は
勉
強
し
直
し
て
ほ
し
い
。

村
民
の
不
利
益
に
な
る
こ
と
は
辞
め
て
く

れ
。
後
悔
」
と
の
批
判
内
容
を
ネ
ッ
ト
に
投

稿
、
拡
散
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー

職
員
が
い
る
と
の
「
村
民
の
声
」
が
あ
る

が
、
内
容
を
含
め
事
実
を
承
知
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
注
意
、
指
導
な
ど
厳
正
な
処
分

は
ど
う
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　

こ
の
職
員
は
人
材
派
遣
会
社
か
ら

の
派
遣
職
員
で
あ
る
。
本
人
に
確
認
し
、

事
実
を
認
め
て
い
る
。
限
ら
れ
た
ネ
ッ
ト

発
信
で
あ
り
、
法
令
違
反
は
な
く
、
村
民

と
し
て
の
議
会
批
判
は
受
け
入
れ
て
当
然

で
あ
る
。
派
遣
会
社
は
事
実
確
認
後
、
研

修
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

派
遣
職
員
で
も
、
同
じ
職
場
で
は

職
員
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
書
き
込
み
の
功
罪

が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
今
日
、
職
員
に

は
公
共
的
放
送
機
関
と
し
て
の
高
い
倫
理

的
義
務
と
社
会
的
責
任
の
自
覚
が
伴
い
、

自
分
の
考
え
と
は
い
え
、
今
回
の
言
動
は

軽
薄
で
あ
る
。
管
理
責
任
に
つ
い
て
村
長

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

私
の
政
治
理
念
は
本
音
の
共
有
、

村
民
が
議
会
の
議
決
に
物
申
す
の
は
当
た

り
前
、
村
民
の
自
由
な
意
見
を
排
除
す
べ

き
で
な
い
。
守
秘
義
務
な
ど
の
法
令
に
違

反
し
て
お
ら
ず
、
新
聞
報
道
に
対
す
る
自

分
の
意
見
を
述
べ
た
に
す
ぎ
ず
、
村
民
一

人
ひ
と
り
の
自
由
な
意
見
は
尊
重
し
、
説

明
す
る
責
任
が
あ
る
。

　
　
　

村
民
の
方
々
が
、
議
会
の
議
決
に

対
し
て
意
見
や
批
判
を
す
る
こ
と
は
自
由
で

問
題
は
な
く
、
か
え
っ
て
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
く
が
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
な
ど

行
政
の
役
所
に
勤
め
て
い
る
職
員
が
、
業
務

時
間
外
に
い
か
に
自
由
と
い
え
ど
も
、
職
場

の
決
ま
り
ご
と
の
一
定
の
ル
ー
ル
を
外
せ

ば
、
倫
理
的
に
行
政
組
織
が
成
り
立
た
な
い

と
考
え
る
。
職
員
の
自
己
研
鑽
の
研
修
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

業
務
時
間
外
に
自
分
の
意
見
を
述

べ
る
こ
と
は
、
今
の
ネ
ッ
ト
社
会
で
は
悪

い
こ
と
で
は
な
い
し
、
世
の
中
の
当
た
り

前
の
現
象
と
思
っ
て
い
る
。
法
令
に
違
反

し
な
い
限
り
悪
い
こ
と
だ
と
は
思
っ
て
い

な
い
。

　
　
　

神
戸
市
で
の
「
教
師
間
い
じ
め
問

題
」
は
、
教
育
現
場
に
あ
る
ま
じ
き
異
常

事
態
で
あ
る
。
子
ど
も
の
い
じ
め
、
不
登

校
に
対
し
て
指
導
的
立
場
に
あ
る
教
師
が

起
こ
し
た
「
教
師
間
暴
行
問
題
」
に
つ
い

て
の
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

教
育
委
員
会
と
し
て
、
こ
の
問
題

は
正
直
、
驚
愕
し
て
い
る
。
学
校
現
場
で

の
出
来
事
で
あ
り
、
教
師
間
の
人
間
関

係
、
信
頼
関
係
は
子
ど
も
の
教
育
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
。
本
村
学
校
の
現
状
を

よ
く
把
握
し
、
信
頼
関
係
の
構
築
に
努
め

た
い
。

　
　
　

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
で
、

教
職
員
の
長
時
間
労
働
が
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
学
校
現
場
の
労
働
時
間
、
い

じ
め
問
題
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
か
っ

て
、
学
校
改
革
を
リ
ー
ド
す
る
の
は
、
学

校
を
管
轄
す
る
教
育
委
員
会
の
役
割
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

昨
今
の
学
校
教
育
現
場
の
実
態
か

ら
、
教
師
の
な
り
手
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
働
き
方
改
革
、
労
働
時
間
の
見
直

し
、
い
じ
め
問
題
な
ど
、
教
育
現
場
が
抱

え
る
課
題
解
決
の
た
め
に
、
学
校
改
革
の

リ
ー
ド
、
教
育
現
場
の
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　

防
除
作
業
に
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
、
ド

ロ
ー
ン
等
を
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
防
除
参
加
者
を
村
で
と
り
ま
と
め

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

村
で
も
散
布
が
実
施
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。
現
時
点
で
、
村
で
機
械
購
入

等
を
行
う
計
画
は
な
い
。
要
望
が
多
く
な

れ
ば
、
村
か
ら
関
係
機
関
へ
協
力
依
頼
を

行
い
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　

免
許
取
得
や
機
器
購
入
に
対
し
、

村
か
ら
助
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

担
い
手
不
足
解
消
の
た
め
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
ヘ
リ
等
を
活
用

し
て
防
除
を
希
望
さ
れ
る
方
の
調
査
も
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

川
辺
川
造
成
団
地
の
集
積
状
況
に

つ
い
て
。

　
　
　

近
年
は
集
積
が
進
ん
で
い
な
い
状

況
で
あ
る
。
専
門
員
も
不
在
と
な
っ
て
い

る
が
、
重
要
施
策
で
あ
る
た
め
、
集
積
活

動
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

造
成
地
の
畦
畔
の
除
草
作
業
に
つ

い
て
。
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
い
る

部
分
も
あ
る
が
、
村
独
自
で
助
成
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　

ま
ず
は
、
農
地
集
積
で
交
付
さ
れ

て
い
る
交
付
金
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
村
独
自
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の

長
寿
命
化
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

施
設
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
が
進
む
農
業
用
排
水
路
、
農
道
な

ど
の
補
修
を
は
じ
め
と
す
る
活
動
に
広
く

活
用
で
き
る
。
２
０
０
万
円
以
上
の
工
事

を
実
施
す
る
場
合
は
、
計
画
書
を
策
定
し

村
へ
提
出
。
５
０
０
万
円
未
満
の
場
合

は
、
県
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
。
県
か

ら
も
説
明
に
来
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
を
し

て
い
る
。

　
　
　

認
定
農
業
者
数
は
。

　
　
　

現
在
23
名
で
あ
る
。

　
　
　

球
磨
郡
で
も
一
番
少
な
い
状
況
で

あ
る
が
、
機
械
導
入
、
農
地
購
入
等
へ
助

成
す
る
考
え
は
。

　
　
　

他
町
村
の
状
況
も
調
査
し
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
。
農
家

ハ
ン
タ
ー
等
の
育
成
の
考
え
は
。

　
　
　

捕
獲
さ
れ
る
方
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
狩
猟
免
許
取
得
の
補
助
等
は
行

っ
て
い
る
。

　
　
　

電
気
柵
や
防
護
ネ
ッ
ト
で
は
、
獣

害
被
害
対
策
に
限
界
が
き
て
い
る
と
感
じ

る
。
試
験
的
に
地
域
や
山
を
一
体
に
囲
い

込
む
よ
う
な
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

国
の
事
業
も
あ
る
が
、
生
産
者
や

地
域
住
民
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　

農
林
産
物
の
振
興
策
と
し
て
、
営

農
指
導
員
を
採
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
へ

人
材
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い

る
。

　
　
　

採
用
の
目
的
、
何
を
専
門
的
に
活

動
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

募
集
要
項
に
基
づ
い
て
採
用
を
行

っ
た
。
観
光
交
流
促
進
協
議
会
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
、
外
部
か
ら
人
を
受
け
入
れ
る
イ

ベ
ン
ト
等
の
企
画
、
本
村
の
P
R
活
動
を

は
じ
め
、
交
流
促
進
・
移
住
定
住
に
つ
な

が
る
仕
組
み
づ
く
り
構
築
す
る
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

　
　
　

職
員
や
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　

な
か
な
か
全
て
の
村
民
と
関
わ
る

こ
と
は
少
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
委
嘱
期

間
は
１
年
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
検
証
を

行
い
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
支

援
対
策
に
つ
い
て

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
職

員
の
倫
理
観
の
自
覚
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の
果
た
す
べ
き

役
割
と
活
性
化
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

一般質問

質
問

質
問

答
弁
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令和元年度　一般会計補正予算（第５号）

■歳　入 【単位：千円】

495,471

206,915

37,237

36,627

443,500

8,104

7,512

14,585

5,190

△6,800

子どものための教育・保育給付交付金など

県知事選挙委託金など

財政調整基金利子積立

後期高齢者医療市町村療養給付費清算金

臨時財政対策債

503,575

214,427

51,822

41,817

436,700

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

諸 収 入

村 債

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

歳 入 合 計 3,525,050 28,591 3,553,641

令和元年度　特別会計補正予算

【単位：千円】

419,099

165,392

139,439

476,440

35,934

22,604

0

0

△706

210

一般被保険者療養給付費など

中央地区簡易水道施設光熱水費など

各集落排水施設光熱水費など

国庫支出金過年度分返還金など

後期高齢者医療広域連合納付金など

441,703

165,392

139,439

475,734

36,144

国民健康保険事業

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療事業

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）会　計　名 補正前の額 補正額 計

■歳　出 【単位：千円】

59,618

730,240

663,537

386,982

316,404

61,116

445,372

135,120

249,874

41,800

64,721

68

19,710

16,309

2,736

2,815

547

761

140

1,782

396

△16,673

議事録作成委託料など

財政調整基金積立、熊本県知事選挙費など

施設給付費、障がい児福祉サービス費など

合併処理浄化槽設置整備補助など

鳥獣被害対策施設整備補助金、小さな産業づくり事業補

助金

施設修繕費など

用地購入など

工事請負費など

非常勤職員賃金など

機械借上料など

59,686

749,950

679,846

389,718

319,219

61,663

446,133

135,260

251,656

42,196

48,048

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

予 備 費

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

歳 出 合 計 3,525,050 28,591 3,553,641

国民健康保険事業、後期高齢者医療事業は第２号。簡易水道事業、農業集落排水事業、介護保険事業は第３号。

　
　
　

防
除
作
業
に
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
、
ド

ロ
ー
ン
等
を
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
防
除
参
加
者
を
村
で
と
り
ま
と
め

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

村
で
も
散
布
が
実
施
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。
現
時
点
で
、
村
で
機
械
購
入

等
を
行
う
計
画
は
な
い
。
要
望
が
多
く
な

れ
ば
、
村
か
ら
関
係
機
関
へ
協
力
依
頼
を

行
い
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　

免
許
取
得
や
機
器
購
入
に
対
し
、

村
か
ら
助
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

担
い
手
不
足
解
消
の
た
め
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
ヘ
リ
等
を
活
用

し
て
防
除
を
希
望
さ
れ
る
方
の
調
査
も
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

川
辺
川
造
成
団
地
の
集
積
状
況
に

つ
い
て
。

　
　
　

近
年
は
集
積
が
進
ん
で
い
な
い
状

況
で
あ
る
。
専
門
員
も
不
在
と
な
っ
て
い

る
が
、
重
要
施
策
で
あ
る
た
め
、
集
積
活

動
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

造
成
地
の
畦
畔
の
除
草
作
業
に
つ

い
て
。
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
い
る

部
分
も
あ
る
が
、
村
独
自
で
助
成
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　

ま
ず
は
、
農
地
集
積
で
交
付
さ
れ

て
い
る
交
付
金
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
村
独
自
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の

長
寿
命
化
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

施
設
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
が
進
む
農
業
用
排
水
路
、
農
道
な

ど
の
補
修
を
は
じ
め
と
す
る
活
動
に
広
く

活
用
で
き
る
。
２
０
０
万
円
以
上
の
工
事

を
実
施
す
る
場
合
は
、
計
画
書
を
策
定
し

村
へ
提
出
。
５
０
０
万
円
未
満
の
場
合

は
、
県
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
。
県
か

ら
も
説
明
に
来
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
を
し

て
い
る
。

　
　
　

認
定
農
業
者
数
は
。

　
　
　

現
在
23
名
で
あ
る
。

　
　
　

球
磨
郡
で
も
一
番
少
な
い
状
況
で

あ
る
が
、
機
械
導
入
、
農
地
購
入
等
へ
助

成
す
る
考
え
は
。

　
　
　

他
町
村
の
状
況
も
調
査
し
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
。
農
家

ハ
ン
タ
ー
等
の
育
成
の
考
え
は
。

　
　
　

捕
獲
さ
れ
る
方
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
狩
猟
免
許
取
得
の
補
助
等
は
行

っ
て
い
る
。

　
　
　

電
気
柵
や
防
護
ネ
ッ
ト
で
は
、
獣

害
被
害
対
策
に
限
界
が
き
て
い
る
と
感
じ

る
。
試
験
的
に
地
域
や
山
を
一
体
に
囲
い

込
む
よ
う
な
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

国
の
事
業
も
あ
る
が
、
生
産
者
や

地
域
住
民
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　

農
林
産
物
の
振
興
策
と
し
て
、
営

農
指
導
員
を
採
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
へ

人
材
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い

る
。

　
　
　

採
用
の
目
的
、
何
を
専
門
的
に
活

動
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

募
集
要
項
に
基
づ
い
て
採
用
を
行

っ
た
。
観
光
交
流
促
進
協
議
会
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
、
外
部
か
ら
人
を
受
け
入
れ
る
イ

ベ
ン
ト
等
の
企
画
、
本
村
の
P
R
活
動
を

は
じ
め
、
交
流
促
進
・
移
住
定
住
に
つ
な

が
る
仕
組
み
づ
く
り
構
築
す
る
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

　
　
　

職
員
や
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　

な
か
な
か
全
て
の
村
民
と
関
わ
る

こ
と
は
少
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
委
嘱
期

間
は
１
年
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
検
証
を

行
い
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

河
川
の
土
砂
堆
積
状
況
の
調
査
と

対
策
に
つ
い
て
。

　
　
　

県
・
村
で
は
、
特
段
の
調
査
は
し

て
お
ら
ず
、
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
対
応
し

て
い
る
。

　
　
　

堤
防
の
決
壊
、
越
流
の
恐
れ
の
あ

る
箇
所
の
点
検
に
つ
い
て

　
　
　

県
で
は
、
平
常
時
河
川
の
巡
視
を

行
い
、
出
水
期
前
に
も
河
川
の
点
検
を
行

っ
て
い
る
。
村
で
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

を
兼
ね
て
河
川
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
状
況

等
を
目
視
点
検
し
て
い
る
。

　
　
　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
指
定
外
の
危

険
個
所
の
調
査
に
つ
い
て
。

　
　
　

平
成
28
年
の
熊
本
地
震
に
伴
い
、

県
が
新
た
に
指
定
箇
所
の
調
査
を
進
め
て

い
る
。

　
　
　

頻
発
す
る
想
定
外
の
自
然
災
害
発

生
を
視
野
に
入
れ
た
防
災
・
減
災
対
策
及

び
計
画
作
成
の
考
え
は
。

　
　
　

想
定
さ
れ
る
荒
廃
地
、
砂
防
、
治

水
等
の
災
害
を
事
前
に
把
握
し
、
早
期
に

状
況
が
確
認
で
き
る
よ
う
情
報
の
伝
達
体

制
を
確
立
し
た
対
策
を
図
る
よ
う
に
共
有

し
て
い
る
。
ハ
ー
ド
面
で
は
、
急
傾
斜
の

防
災
対
策
、
河
川
堆
積
物
の
掘
削
、
橋
梁

の
架
け
替
え
、
補
強
、
補
修
、
国
が
進
め

る
国
土
強
靭
化
対
策
に
お
け
る
社
会
資
本

整
備
事
業
で
事
業
を
進
め
て
い
る
。
ソ
フ

ト
面
で
は
、
災
害
が
発
生
し
や
す
い
、
ま

た
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
避
難
収
容
計
画
に
基
づ
き
、
公
共
施

設
な
ど
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
16

か
所
を
指
定
し
、
地
域
の
緊
急
避
難
場
所

と
し
て
10
カ
所
を
指
定
し
て
い
る
。
想
定

外
の
自
然
災
害
に
対
し
て
、
毎
年
開
催
す

る
防
災
会
議
に
お
い
て
山
江
村
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
、
状
況
に
応
じ
て
毎
年
更

新
し
、
地
域
に
あ
っ
た
防
災
・
減
災
対
策

の
計
画
を
作
成
し
、
防
災
行
政
無
線
等
を

利
用
し
な
が
ら
村
民
の
皆
様
へ
情
報
を
伝

え
、
明
る
い
時
間
帯
で
の
避
難
準
備
と
開

始
を
し
て
頂
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　
　

定
住
人
口
増
対
策
と
し
て
、
安
全

な
地
域
農
地
の
農
振
地
域
除
外
を
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

本
村
に
お
い
て
も
活
性
化
の
た
め

に
、
定
住
促
進
は
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

農
振
除
外
を
重
要
な
施
策
と
し
、
想
定
外

の
災
害
に
備
え
て
、
住
み
や
す
い
安
全
な

土
地
を
確
保
す
る
な
ど
、
色
々
な
計
画
と

照
合
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

2
0
2
0
年
度
よ
り
、
非
常
勤
職

員
・
臨
時
職
員
に
は
期
末
手
当
が
支
給
さ

れ
る
が
、
業
務
委
託
職
員
に
は
該
当
し
な

い
と
思
う
が
、
行
政
か
ら
期
末
手
当
の
支

給
等
の
要
望
・
指
導
等
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

契
約
期
間
が
今
年
度
終
了
す
る
。

来
年
度
以
降
の
契
約
に
向
け
て
、
業
務
内

容
、
処
遇
等
を
検
討
し
、
関
係
企
業
と
協

議
を
交
え
な
が
ら
、
契
約
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　

村
道
神
園
〜
平
山
線
に
つ
い
て
、

離
合
箇
所
だ
け
で
も
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　
　

坂
本
人
吉
線
と
農
道
丸
岡
線
を
結

ぶ
道
路
で
あ
り
、
改
良
事
業
が
認
定
さ
れ

る
と
補
助
事
業
等
に
よ
り
、
道
路
改
良
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
離
合
箇
所

だ
け
で
は
、
一
般
単
独
で
経
費
が
か
か
る

こ
と
で
考
え
て
い
な
い
。
た
だ
、
国
の
補

正
予
算
が
10
兆
円
規
模
で
内
容
は
、
経
済

対
策
と
強
靭
化
の
予
算
と
い
う
こ
と
で
要

望
し
た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ

い
て

想
定
外
の
自
然
災
害
に
対
応
し

た
防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

一般質問
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議員の政治倫理観の保持に関する調査特別委員会設置を決議！

令和元年第７回定例会報告

令和元年第７回議会定例会は、１２月４日から６日までの３日間の会期で開かれました。今回の定

例会では、同文議決１件、条例制定３件、その他１件、令和元年度山江村一般会計、特別会計の補正

予算６件、計１１件を審議しました。

　４日に開会し、提案理由説明の後、議案審議。５日は一般質問で７名が登壇し、当面する行政課

題等について一般質問を行いました。最終日の６日に、提案された全議案について質疑・討論・表決

を行い、その他（幼児教育の無償化に伴う副食費の取扱いについての要望書）については、産業厚生

常任委員会において継続審査となりましたが、他の議案については、原案のとおり可決・決定しました。

また、議員発議として、議員の政治倫理観の保持に関する調査特別委員会の設置についての決議が提

出され、全会一致で可決し閉会しました。

こんなことが決まりましたこんなことが決まりましたこんなことが決まりましたこんなことが決まりました

議案第４６号　熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の

一部変更について

　■事務分掌の一部に「熊本県後期高齢者医療広域連合」を加えるもの（同文議決）

議案第４７号　山江村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定について

　■人事院勧告、熊本県人事院勧告に準じた給与改正を行うもの

議案第４８号　山江村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定

について

　■「働き方改革」を背景に地方自治法が改正され、非正規職員を新設する　

　「会計年度任用職員」と位置付けるもの

議案第４９号　地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う

関係条例の整備に関する条例の制定について

　■地方公務員法、地方自治法の一部を改正する法律が施行されるに伴い、村の

　　関係条例を改正するもの（区長・区長代理者、交通指導員などが委託契約と

　　なる。会計年度任用職員の新設など。）

要望第１号　幼児教育・保育の無償化に伴う副食費の取り扱いについての要望書

　■要望提出者、担当部署からの意見聴取などを行うため、産業厚生常任委員会

　　へ付託し継続調査とする

発議第５号　議員の政治倫理観の保持に関する調査特別委員会設置の決議について

　■議員自ら襟を正し、高い政治倫理観の保持に努めるため、調査特別委員会を

　　設置するもの

原　案
可　決

原　案
可　決

原　案
可　決

原　案
可　決

継　続
調　査

原　案
可　決

議決の結果条　例　制　定　等　議　案

久保山直巳 議員

一般質問

　村民の皆様には、議会傍聴（議場）にぜ
ひ参加いただき、ご意見等をお聞かせ下
さい。次回の議会定例会は3月開催です。
日程等の問い合わせは、議会事務局まで
お願いします。TEL : 23－3401

議会を傍聴して みませんか。

※原案可決は全議員賛成

　
　
　

河
川
の
土
砂
堆
積
状
況
の
調
査
と

対
策
に
つ
い
て
。

　
　
　

県
・
村
で
は
、
特
段
の
調
査
は
し

て
お
ら
ず
、
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
対
応
し

て
い
る
。

　
　
　

堤
防
の
決
壊
、
越
流
の
恐
れ
の
あ

る
箇
所
の
点
検
に
つ
い
て

　
　
　

県
で
は
、
平
常
時
河
川
の
巡
視
を

行
い
、
出
水
期
前
に
も
河
川
の
点
検
を
行

っ
て
い
る
。
村
で
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

を
兼
ね
て
河
川
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
状
況

等
を
目
視
点
検
し
て
い
る
。

　
　
　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
指
定
外
の
危

険
個
所
の
調
査
に
つ
い
て
。

　
　
　

平
成
28
年
の
熊
本
地
震
に
伴
い
、

県
が
新
た
に
指
定
箇
所
の
調
査
を
進
め
て

い
る
。

　
　
　

頻
発
す
る
想
定
外
の
自
然
災
害
発

生
を
視
野
に
入
れ
た
防
災
・
減
災
対
策
及

び
計
画
作
成
の
考
え
は
。

　
　
　

想
定
さ
れ
る
荒
廃
地
、
砂
防
、
治

水
等
の
災
害
を
事
前
に
把
握
し
、
早
期
に

状
況
が
確
認
で
き
る
よ
う
情
報
の
伝
達
体

制
を
確
立
し
た
対
策
を
図
る
よ
う
に
共
有

し
て
い
る
。
ハ
ー
ド
面
で
は
、
急
傾
斜
の

防
災
対
策
、
河
川
堆
積
物
の
掘
削
、
橋
梁

の
架
け
替
え
、
補
強
、
補
修
、
国
が
進
め

る
国
土
強
靭
化
対
策
に
お
け
る
社
会
資
本

整
備
事
業
で
事
業
を
進
め
て
い
る
。
ソ
フ

ト
面
で
は
、
災
害
が
発
生
し
や
す
い
、
ま

た
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
避
難
収
容
計
画
に
基
づ
き
、
公
共
施

設
な
ど
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
16

か
所
を
指
定
し
、
地
域
の
緊
急
避
難
場
所

と
し
て
10
カ
所
を
指
定
し
て
い
る
。
想
定

外
の
自
然
災
害
に
対
し
て
、
毎
年
開
催
す

る
防
災
会
議
に
お
い
て
山
江
村
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
、
状
況
に
応
じ
て
毎
年
更

新
し
、
地
域
に
あ
っ
た
防
災
・
減
災
対
策

の
計
画
を
作
成
し
、
防
災
行
政
無
線
等
を

利
用
し
な
が
ら
村
民
の
皆
様
へ
情
報
を
伝

え
、
明
る
い
時
間
帯
で
の
避
難
準
備
と
開

始
を
し
て
頂
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　
　

定
住
人
口
増
対
策
と
し
て
、
安
全

な
地
域
農
地
の
農
振
地
域
除
外
を
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

本
村
に
お
い
て
も
活
性
化
の
た
め

に
、
定
住
促
進
は
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

農
振
除
外
を
重
要
な
施
策
と
し
、
想
定
外

の
災
害
に
備
え
て
、
住
み
や
す
い
安
全
な

土
地
を
確
保
す
る
な
ど
、
色
々
な
計
画
と

照
合
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

2
0
2
0
年
度
よ
り
、
非
常
勤
職

員
・
臨
時
職
員
に
は
期
末
手
当
が
支
給
さ

れ
る
が
、
業
務
委
託
職
員
に
は
該
当
し
な

い
と
思
う
が
、
行
政
か
ら
期
末
手
当
の
支

給
等
の
要
望
・
指
導
等
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

契
約
期
間
が
今
年
度
終
了
す
る
。

来
年
度
以
降
の
契
約
に
向
け
て
、
業
務
内

容
、
処
遇
等
を
検
討
し
、
関
係
企
業
と
協

議
を
交
え
な
が
ら
、
契
約
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　

村
道
神
園
〜
平
山
線
に
つ
い
て
、

離
合
箇
所
だ
け
で
も
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　
　

坂
本
人
吉
線
と
農
道
丸
岡
線
を
結

ぶ
道
路
で
あ
り
、
改
良
事
業
が
認
定
さ
れ

る
と
補
助
事
業
等
に
よ
り
、
道
路
改
良
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
離
合
箇
所

　
　
　

本
村
に
お
け
る
公
共
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
伺
う
と
と
も
に
、
本

庁
舎
２
階
の
傍
聴
室
等
、
全
部
署
へ
い
け

る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
進
め
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

　
　
　

ほ
と
ん
ど
の
施
設
は
一
階
フ
ロ
ア

の
件
は
、
車
椅
子
の
利
用
の
出
入
り
口
等

は
段
差
解
消
の
ス
ロ
ー
プ
を
整
備
し
て
い

る
。
２
階
建
て
の
公
共
施
設
等
で
は
階
段

と
な
っ
て
お
り
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
方

は
２
階
へ
の
出
入
り
が
で
き
な
い
不
自
由

な
状
況
で
あ
る
が
、
２
階
へ
の
用
事
が
あ

る
方
は
１
階
で
の
関
係
職
員
が
対
応
す

る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
に
つ
い
て
は
今

後
、
要
望
が
増
え
、
財
源
措
置
が
可
能
に

な
っ
た
場
合
は
、
改
め
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
検
討
も
考
え
て
い
く
。

　
　
　

本
村
に
お
い
て
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
状
況
を
伺
う
。　

　
　
　

山
江
村
が
設
置
し
た
箇
所
が
８
カ

所
、
役
場
４
カ
所
、
丸
岡
公
園
に
３
カ

所
、
淡
島
ト
イ
レ
１
カ
所
、
合
戦
ノ
峰
観

音
堂
１
カ
所
（
村
補
助
、
自
立
支
援
事

業
）
の
全
９
カ
所
の
設
置
で
あ
る
。

　
　
　

本
村
は
高
速
イ
ン
タ
ー
も
近
く
、

不
審
者
が
町
中
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
避
け
、

手
薄
な
山
村
地
域
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
向
け

る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
る
。
通
学
路
、
村
内

入
り
口
等
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ

り
子
供
や
村
民
を
守
り
、
犯
罪
の
抑
止
に

繋
が
る
効
果
も
あ
る
、
ま
た
、
設
置
に
向

だ
け
で
は
、
一
般
単
独
で
経
費
が
か
か
る

こ
と
で
考
え
て
い
な
い
。
た
だ
、
国
の
補

正
予
算
が
10
兆
円
規
模
で
内
容
は
、
経
済

対
策
と
強
靭
化
の
予
算
と
い
う
こ
と
で
要

望
し
た
い
。

け
た
委
員
会
の
立
上
げ
の
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

　
　
　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
委
員
会
の
立
上

げ
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
山
江
村
生
活
推

進
協
議
会
の
中
で
設
置
要
望
に
対
し
て
協

議
し
て
い
く
。
ま
た
、
来
年
は
本
村
入
り

口
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
考
え
て
い

る
。

委
託
職
員
に
つ
い
て

道
路
工
事
に
つ
い
て

公
共
施
設
バ
リ
ア
ー
解
消

に
つ
い
て

防
犯
対
策
・
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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令和元年度　一般会計補正予算（第４号）

　令和元年第６回議会臨時会は、１０月２５日の１日間の会期で開かれ、令和元年度一般会計補正予算
（第４号）を審議しました。
　提案理由説明があった後、議案を審議し、質疑・討論を経て起立採決を行いました。
　採決の結果、賛成３・反対６の起立少数となり、原案は否決されました。

一般会計補正予算（第４号）を否決！！
令和元年第６回臨時会報告

■歳　入 【単位：千円】

495,471
36,627

1,500
9,693

地方創生推進交付金事業
（一社）地域循環共生社会連携協会

496,971
46,320

国 庫 支 出 金
諸 収 入

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

歳 入 合 計 3,525,060 11,193 3,536,243

■歳　出 【単位：千円】

730,240

64,721

    

12,735

△1,542

地方創生推進交付金事業：3,000
　やまえ栗PRプロモーション、特用林産物振興
　産地直送モニター事業　など
再生可能エネルギー事業：9,735
　エネルギー事業の調査委託　など

　

742,975

63,179

総 務 費

予 備 費

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

歳 出 合 計 3,525,060 11,193 3,536,243

原案に賛成 原案に反対

○補助金返還、調査断念となれば２度と補助
事業の採択はないのでは。所得の向上に力を
いれている事業と考える。
○栗だけでなく、林産物の振興にも幅を広げ
ている。調査費用の返還をすれば、財政状況
の厳しい村が単独で調査できるのか。議会の
責任が問われる。
○エネルギー事業の調査をした上で、採算性
のないハード事業は実施しないとの説明であ
るので、調査はすべきである。

●生産者の所得に跳ね返るようなシステムの
構築を、担い手不足に力を入れては。発電コ
ストがかかりすぎるのでは。
●急務でない調査事業を行うより、被災地支
援へ廻した方がいいのでは。
●エネルギー事業の実現性が乏しい。不可能
なものの調査をしても意味がないのでは。
●発電設備の安全性が問われる。台風被害で
も施設そのものが民家へ影響を与えている事
例もある。維持管理を考えても安心安全な暮
らしが保証できない。

中村　龍喜 議員

森田　俊介 議員

一般質問

※討論の内容は、主なものを抜粋して掲載しています。

討論の内容

採　決（起立採決）

○：原案に賛成　　×：原案に反対　　／：議長は採決しません

議 員 名

賛 否

本田議員 久保山議員 中村議員 赤坂議員 森田議員 横谷議員 立道議員 西 議 員 中竹議長 秋丸議員

○ ○ × ○ × × × × ×

　
　
　

学
校
給
食
の
食
材
供
給
業
者
が
辞

退
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
際
、
野
菜

類
の
引
継
は
あ
っ
た
が
米
に
つ
い
て
は
定

か
で
は
な
い
と
耳
に
し
た
が
、
供
給
業
者

の
辞
退
は
本
当
に
あ
っ
た
の
か
、
米
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

地
産
地
消
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か

ら
事
業
者
が
食
材
供
給
を
辞
退
し
た
と
い

う
報
告
は
受
け
て
い
な
い
、
米
に
つ
い
て

は
、
昨
年
ま
で
納
入
し
て
い
た
業
者
か

ら
、
９
月
末
で
米
の
取
引
を
終
了
し
た
い

旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
と
は
聞
い
て
い
る
。

　
　
　

広
報
や
ま
え
に
給
食
食
材
の
自
給

率
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
山
江
村
産

は
、
全
体
で
52
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
う
ち
米
と
里
芋
が
69
％
を
占
め
て
い

る
。
野
菜
に
つ
い
て
は
、
29
品
目
中
17
品

目
は
０
％
と
な
っ
て
い
た
。
村
内
の
野

　
　
　

９
月
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た

「
栗
ま
つ
り
」
は
、
台
風
の
影
響
で
中

止
と
な
っ
た
が
、
協
賛
店
等
に
迷
惑
は

か
か
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　

延
期
す
る
と
、
機
器
の
リ
ー
ス

料
を
は
じ
め
と
す
る
経
費
が
増
加
す
る

ほ
か
、
出
店
者
の
調
整
に
目
途
が
た
た

な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
中
止
と
し
た
。

運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
真
摯
に
対
応
し
た
い
。

　
　
　

ス
イ
ー
ツ
出
店
者
へ
の
原
材
料

の
支
給
、
や
ま
え
栗
の
買
取
り
状
況

は
。

　
　
　

13
店
舗
に
生
栗
５
㎏
、
渋
皮
煮

菜
生
産
者
も
多
く
い
る
と
思
う
が
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
は
果
た
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
　

今
後
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
協

力
し
な
が
ら
集
荷
い
た
だ
け
る
農
家
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
現
在
の
加
入

率
は
。

　
　
　

11
月
末
時
点
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

加
入
率
８
１
．
８
９
％
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
２
３
．
８
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

未
加
入
者
へ
の
加
入
促
進
等
の
対

応
は
。

　
　
　

加
入
促
進
に
つ
い
て
は
広
報
等
で

行
っ
て
い
る
。
月
額
１
，
５
０
０
円
の
利

用
料
は
発
生
す
る
が
、
加
入
負
担
金
３

０
，
０
０
０
円
は
免
除
し
て
い
る
。

　
　
　

平
成
30
年
度
は
１
億
円
近
く
の
特

別
会
計
事
業
と
な
っ
て
い
る
が
、
収
支
の

内
訳
は
。

　
　
　

歳
入
総
額
１
億
２
５
５
万
円
の

う
ち
、
使
用
料
が
２
，
５
３
５
万
円
で

歳
入
の
約
25
％
を
占
め
て
い
る
。
歳
出

総
額
９
，
６
２
９
万
円
で
あ
っ
た
。
開

局
10
年
を
迎
え
、
機
器
の
更
新
を
３
か

年
計
画
で
行
っ
て
お
り
、
一
般
会
計
か

10
㎏
、
甘
露
煮
２
㎏
、
栗
ペ
ー
ス
ト

12
㎏
、
約
12
万
円
の
経
費
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
　

や
ま
え
栗
の
配
布
は
、
村
、
物

産
館
の
ど
ち
ら
が
窓
口
か
。

　
　
　

実
行
委
員
会
が
窓
口
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　

12
万
円
は
無
償
な
の
か
。

　
　
　

実
行
委
員
会
の
予
算
よ
り
支
出

し
て
い
る
。
村
内
２
店
舗
か
ら
発
送
し

て
い
る
。

　
　
　

海
外
か
ら
パ
テ
ィ
シ
エ
が
来
村

さ
れ
た
が
、
招
待
し
た
の
か
。

　
　
　

（
株
）
や
ま
え　

が
招
待
し

た
。
航
空
賃
、
宿
泊
費
と
し
て
約
24
万

円
を
（
株
）
や
ま
え　

で
出
費
し
招
待

し
た
。

　
　
　

８
月
に
物
産
館
か
ら
２
名
が
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
出
張
し
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
経
費
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
　

３
泊
４
日
の
日
程
で
経
費
は
約

35 
万
円
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
　
　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
２
名
来
村

さ
れ
た
が
、
山
江
温
泉
「
ほ
た
る
」
に

宿
泊
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　

人
吉
市
内
に
宿
泊
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。

　
　
　

（
株
）
や
ま
え　

が
支
出
し

て
、
「
ほ
た
る
」
に
宿
泊
し
な
い
の
は

腑
に
落
ち
な
い
。
山
江
村
に
宿
泊
し
て

も
ら
い
P
R
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

ら
の
繰
入
金
が
増
額
し
て
い
た
。
令
和

２
年
度
か
ら
は
、
繰
入
金
が
５
，
０
０

０
万
円
程
度
は
減
少
す
る
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
運
営

に
つ
い
て

栗
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

栗
ま
つ
り
事
業
に
つ
い
て

地
産
地
消
の
学
校
給
食
に

つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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赤坂　修 議員

有害獣のイノシシ

被害状況

ちょっと待った！

一般質問

　政治家の寄附は禁止
　議員は祭りのときなどにお金を寄附し
たり、お酒などを届けることを禁止されて
います。

　有権者からの寄附要求も禁止
　また、有権者が求めてもいけません。
　ご理解をお願いします。

ちょっと待った！

　
　
　

平
成
30
年
度
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る

被
害
状
況
は
。

　
　
　

被
害
面
積
３
．
４
h
a
、
被
害

金
額
１
４
０
万
円
程
度
で
、
平
成
26
年

度
８
７
０
万
円
か
ら
す
る
と
減
少
傾
向

に
あ
る
。
村
外
農
地
に
対
す
る
被
害
金

額
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
　
　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す

た
め
に
は
、
有
害
鳥
獣
の
個
体
数
を
減
ら

す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
な

対
策
を
取
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

猟
友
会
を
対
象
と
し
た
捕
獲
隊
の

設
置
を
行
い
一
人
一
万
五
千
円
の
補
助
を

出
し
て
い
る
。
ま
た
、
産
業
振
興
課
を
主

体
と
し
た
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を

設
置
し
て
い
る
。

　
　
　

実
施
隊
の
役
割
と
し
て
、
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
、
有
害
鳥
獣
の
追
い
払
い
等
と

な
っ
て
い
る
が
、
実
施
隊
８
名
の
狩
猟
免

許
の
取
得
状
況
は
。

　
　
　

１
名
が
わ
な
の
免
許
を
取
得
し
て

い
る
。

　
　
　

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
へ

の
優
遇
措
置
と
し
て
、
技
能
講
習
の
免

除
、
狩
猟
税
の
減
免
、
非
常
勤
の
公
務
員

と
し
て
公
務
災
害
な
ど
の
適
用
な
ど
が
あ

る
が
、
優
遇
措
置
の
あ
る
実
施
隊
に
猟
友

会
か
ら
採
用
す
る
こ
と
で
新
規
狩
猟
免
許

取
得
者
の
増
加
、
後
継
者
育
成
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
猟
友
会
か
ら
の
採
用
の

考
え
は
。

　
　
　

考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

狩
猟
免
許
取
得
支
援
事
業
と
し

て
、
10
万
円
を
限
度
と
し
て
、
新
規
に
狩

猟
免
許
を
取
得
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

の
補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、
狩
猟
免
許
を

取
得
し
て
も
狩
猟
者
登
録
を
し
な
け
れ

ば
、
駆
除
が
で
き
な
い
の
で
狩
猟
者
登
録

に
必
要
な
経
費
と
く
く
り
罠
等
の
購
入
経

費
も
対
象
経
費
に
含
め
る
考
え
は
。

　
　
　

要
望
が
多
く
出
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

現
状
で
は
、
狩
猟
免
許
を
取
っ
て

も
他
の
市
町
村
で
の
駆
除
は
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
が
、
農
地
を
所
有
す
る
近
隣
市

町
村
で
も
有
害
鳥
獣
の
駆
除
が
で
き
る
よ

う
市
町
村
間
で
の
協
議
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

属
地
主
義
で
、
近
隣
の
市
町
村
を

越
え
て
の
有
害
駆
除
は
で
き
な
い
。

　
　
　

山
江
村
以
外
の
農
地
に
対
す
る
鳥

獣
被
害
が
あ
っ
た
場
合
の
対
処
は
。

　
　
　

農
地
の
あ
る
市
町
村
で
の
対
応
と

な
る
の
で
、
広
報
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等

を
通
じ
て
対
処
方
法
に
つ
い
て
の
周
知
を

行
っ
て
い
く
。

う
。
栗
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
委
託

に
つ
い
て
は
、
修
正
に
よ
り
減
額
と
な

っ
て
い
る
が
、
海
外
戦
略
を
実
践
し
て

い
る
業
者
な
ど
に
負
担
は
か
け
て
い
な

い
か
。

　
　
　

単
年
度
事
業
で
契
約
を
し
て
い

る
の
で
、
負
担
を
か
け
て
い
る
こ
と
は

な
い
。

　
　
　

栗
ま
つ
り
と
産
業
振
興
ま
つ
り

を
同
じ
祭
り
と
し
て
開
催
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
　

今
後
、
検
討
す
る
必
要
は
あ
る

と
考
え
る
。

有
害
鳥
獣
被
害
‼
六
分
の
一

に
減
少
？

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

新年のご挨拶

　村民の皆様、新年明けましておめでとうございます。
　ご家族お揃いで、希望に満ちた新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。村民の皆様に
は、日頃から村議会全般に対する温かいご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、昨年の我が国をめぐる情勢は、国内外を問わず目まぐるしく変化をしております。
国内では、地震をはじめ台風による大雨被害は甚大さを増し、尊い生命・財産が失われまし
た。国外では、近隣諸国との外交課題に直面しています。安全保障をはじめ、国の外交手段
が試される年となります。
　一方、明るい話題として、新天皇が即位され元号が新しく「令和」となり、新時代を迎え
ました。また、ラグビーワールドカップでの日本代表が「ワンチーム」となり、海外の強豪
国を撃破する姿に心をうたれました。
　本村においては、４月の統一地方選挙により新たな議員が誕生し、議会構成も一新しスタ
ートをきったところです。本村が抱える様々な課題に対し、議会が一丸となり、役割、責任
を自覚し、住民の皆様の声を村政に届け、「安心して暮らせる日々」が実感できるよう議員
一同全力で取り組んでいくとともに、議会を行政が切磋琢磨し、さらに創意工夫を重ね、
１３０周年を経て後世につながる「持続可能」な村づくりを目標に決意を新たにしていると
ころです。
　今年一年が村民の皆様にとりまして、幸多からんことをお祈り申し上げます。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

令和２年１月吉日　山江村議会議長　中竹　耕一郎

（写真：山江村議会議場）

持続可能な村づくりの実現へ！！
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だんだんなぁ目　　　次

【中竹議長の挨拶】 【授業参観の風景】

【新成人による記念撮影】 【果敢に川の中へ】

◯令和元年第６回山江村議会臨時会報告
◯令和元年第７回山江村議会定例会報告
　・令和元年度補正予算　
　・一般質問
◯議員活動の一コマ
◯編集後記「だんだんなぁ」

P3
P4
P5
P6
P12
P12

写真の説明
　令和最初の山江路を駆け抜ける第４８回山江村
新春駅伝大会の模様です。
　今年は山田地区コースでの開催となり、第１区の
小学生が勢いよくスタートし、各区の選手による激
走が繰り広げられました。
　また、村内各地では１月１４日に「もぐらうち」が
行われ、五穀豊穣や家内安全を願い、竹に巻いた藁
で家先の地面をたたく姿が見られました。

　山江村の特色の１つでもあるICT教育の推進について、今年も県内外の議会より研修に来村されました。
10月15日に鹿児島県肝付町議会総務文教委員会、10月24日に東京都西多摩郡瑞穂町議会厚生文教委員会及
び熊本県美里町議会社会文教常任委員会がそれそれ、ICTを活用した授業参観、導入の経緯とこれまでの成
果、村の財政面などについて意見交換を行いました。

　1月4日、山江村成人式が挙行されました。今年の成人者は計28名となっており、近況報告では、現在の状
況や将来の夢について熱く想いを語ってくれました。新成人の皆さんに幸多からんことを祈念いたします。
　1月5日、令和2年山江村出初式が中央グラウンドにて開催され、山田団長以下138名の団員が通常点検、放
水競技などを行いました。村民の生命・財産を守るため、消防団の存在はなくてなならないものです。各分
団の予防消防活動に敬意を表する次第です。

新春駅伝大会

もぐらうち（第８区）
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令和の新春を彩る山江の行事


